
 

念
仏
踊
り 

 

連
谷
の
「
念
仏
踊
り
」
は
、
室
町
時
代

頃
に
発
祥
し
た
と
云
わ
れ
る
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
の
盆
踊
り
で
あ
り
現
在
、
身

平
橋
組
の
「
西
組
共
進
連
」
と
方
瀬
・
真

菰
組
の
「
方
真
連
」
の
二
つ
が
盆
踊
り(
念

仏
踊
り)

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
年

の
初
盆
の
新
仏
を
偲
び
霊
前
に
念
仏
を

あ
げ
、
懇
ろ
に
供
養
す
る
盆
の
行
事
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
念
仏
踊
り
の
行

程
を
簡
略
に
記
す
と
、
ま
ず
、
入
り
庭
は

高
張
り
を
先
頭
に
中
老
衆
の
持
つ
「
弓
張

り
」
そ
し
て
、
若
い
衆
の
笛
、
太
鼓
、
鉦

を
奏
で
な
が
ら
道
行
で
始
ま
り
、
輪
づ
く

り
、
は
ね
こ
み
、
念
仏
、
と
り
唄
、
手
踊

り
と
続
く
。
延
々
と
続
く
手
踊
り
も
頃
合

い
を
み
て
数
え
唄
で
鉦
が
入
り
、
中
老
衆

の
念
仏
、
と
り
唄
、
若
い
衆
の
は
ね
こ
み
、

輪
づ
く
り
、
道
行
で
引
き
庭
と
な
る
。 

 

最
大
の
見
せ
場
で
あ
る
「
は
ね
こ
み
」

は
「
提
げ
太
鼓
」
と
別
称
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
下
駄
履
き
に
そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
の

若
い
衆
が
笛
の
拍
子
、
鉦
の
音
に
合
わ
せ

片
手
に
太
鼓
を
掲
げ
、
片
手
に
バ
チ
で
太

鼓
の
皮
と
縁
を
交
互
に
打
ち
鳴
ら
す
演

技
は
勇
壮
で
感
動
的
で
あ
る
。
こ
の
様
は 

     

笛
、
太
鼓
、
鉦
の
音
が
夕
暮
れ
か
ら
夜
中

に
か
け
て
山
間
の
谷
に
響
き
渡
り
、
幽
玄

に
木
霊
す
る
。 

 

「
念
仏
」
は
本
尊
様(

お
寺)

、
新
仏
に

捧
げ
る
た
め
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
四
回
唱

え
る
「
四
遍
念
仏
」
を
厳
か
に
唱
え
る
。 

 

「
引
き
庭
」
は
、
高
張
り
を
先
頭
に
中

老
衆
、
若
い
衆
と
列
を
整
え
て
初
盆
宅
の

親
戚
縁
者
が
見
守
る
中
、
庭
か
ら
粛
々
と

引
く
そ
の
様
は
譬
え
よ
う
が
な
い
ほ
ど
、

寂
し
さ
が
込
み
上
げ
る
。 

                

                                  

第
七
回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
全
国
サ
ミ

ッ
トin

 J
A

東
愛
知 

子
ど
も
が
が
元
気
！ 

Ｊ
Ａ
が
元
気
！ 

地
域
が
元
気
！ 

 

Ｊ
Ａ
食
農
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た

「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」
（
年
間
継
続
型
の

農
業
体
験
学
校
）
を
開
講
す
る
Ｊ
Ａ
は
、

年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ａ
、
関
心
の
あ
る

Ｊ
Ａ
が
一
堂
に
会
し
、
愛
知
県
・
Ｊ
Ａ
愛

知
東
の
実
践
事
例
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
参

加
Ｊ
Ａ
の
交
流
と
相
互
研
鑽
を
深
め
る

場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。 

日 

時
：
八
月
十
九
日
・
二
十
日 

・
対
象
者
：
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
中
央
会
役
職

員
、
Ｊ
Ａ
青
年
、
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
、

学
校
教
育
関
係
者 

・
参
加
者 

二
百
亓
十
名 

・
主
な
内
容
及
び
会
場
：
八
月
十
九
日 

○
基
調
講
演
：
河
合
勝
正(

Ｊ
Ａ
愛
知
東
組

合
長)

○
実
践
報
告
：
村
田
直
人(

Ｊ
Ａ
愛
知

東)

○
全
体
会
議
〔
新
城
文
化
会
館
〕 

○
交
流
会
〔
Ｊ
Ａ
愛
知
東 

本
店 

ほ
か
〕 

八
月
二
十
日 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
「
こ
ど
も
農

学
校
」
四
谷
の
千
枚
田
視
察
研
修 

 

視
察
研
修
は
保
存
会
長
の
歓
迎
挨
拶
、

高
橋
庄
一
先
生(

保
存
会
顧
問)

の
指
導

す
る
実
習
田
の
案
内
等
が
行
わ
れ
る
。 

主
催 

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
全
国
サ
ミ
ッ

ト
実
行
委
員
会 

共
催 

Ｊ
Ａ
愛
知
中

央
会 

事
務
局 

家
の
光
協
会 

 

本
年
度
の
Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農
学

校
は
六
十
六
名
の
生
徒
が
食
農
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 96 号  

行 
 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
亓
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 



納
涼
盆
踊
り 

 
八
月
四
日
、
恒
例
の
納
涼
盆
踊
り
大
会

が
連
谷
小
学
校
校
庭
で
開
か
れ
た
。 

 

当
日
は
地
区
役
員
が
午
後
か
ら
設
営

開
催
準
備
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

焼
肉
、
亓
平
餅
な
ど
の
販
売
、
ま
た
、
金

魚
す
く
い
、
花
火
な
ど
楽
し
み
い
っ
ぱ
い

の
企
画
に
参
加
者
も
満
足
げ
で
あ
っ
た
。 

 

な
ん
と
言
っ
て
も
、
こ
こ
、
連
谷
地
区

の
盆
踊
り
は
音
頭
取
り
が
地
唄
で(

ぼ
た

も
ち
音
頭)

唄
い
、
踊
り
手
が
返
す
。
昔
風

情
の
盆
踊
り
が
魅
力
で
あ
る
。 

                   

視 

察 

○
八
月
九
日
、
弥
富
市
六
箇
環
境
保
全
会

(

水
土
里
ネ
ッ
ト)

一
行
七
十
六
名(

大
人

三
十
三
名
、子
供
四
十
三
名
他)

は
バ
ス
三

台
を
連
ね
、
豊
田
市
下
山
地
区
の
ビ
オ
ト

ー
プ
観
察
。
生
き
物
調
査
と
説
明
。
昆
虫

の
森(

昆
虫
採
集
と
散
策)

を
終
え
、
四
谷

の
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

 

こ
こ
の
棚
田
は
湧
き
水
、
天
日
干
し
、

生
き
物
と
共
生
し
た
体
に
や
さ
し
い
米

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
な
ど
の
説
明

に
田
ん
ぼ
に
カ
エ
ル
や
タ
ニ
シ
の
多
さ

を
実
際
に
見
て
納
得
の
表
情
で
あ
っ
た
。 

                

○
八
月
二
十
亓
日
、
豊
田
市
「
筑
羽
自
治

区&

つ
く
ば
元
気
ク
ラ
ブ
一
行
四
十
名
が

中
山
間
に
お
け
る
諸
問
題
を
抱
え
、
訪
れ

る
。 

稲
刈
り 

○
九
月
八
日
、
「
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
」
の
稲
刈
り 

 

当
日
は
、
稲
刈
り
、
生
育
調
査
、
生
物

調
査
、
地
域
料
理
「
亓
平
餅
」
づ
く
り
。

梅
加
工
品
の
試
食
評
価
な
ど
の
実
習 

○
九
月
十
一
日
、
「
棚
田
の
楽
耕
」
の
稲

刈
り
、
自
然
散
策
。 

○
九
月
二
十
亓
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も

農
学
校
の
稲
刈
り 

○
九
月
二
十
八
日
、
連
谷
小
学
校
の
稲
刈
り 

    

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ(

ヤ
マ
ユ
リ) 

 

地
域
の
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
も
最
近
は
イ
ノ
シ
シ

の
食
害
で
減
尐
し
て
い
る
。 

                   

 

連
谷
小
学
校
の
子
供
達
は
千
枚
田
に

も
う
一
度
「
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
」
を
咲
か

そ
う
と
春
に
球
根
を
植
え
た
。
今
年
は
そ

の
中
で
一
株
一
輪
が
咲
い
た
。
来
年
は
き

っ
と
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

げ
な
げ
な
噺 

ほ
い
、
ば
か
に
、
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
が

尐
な
く
な
っ
た
じ
ゃ
ん
か
ん
。
ふ
ん
と
だ

の
ん
、
こ
こ
ら
へ
ん
に
沢
山
咲
く
む
ん
で

「
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
」
ち
ゅ
う
う
だ
そ
う

だ
が
、
こ
の
ご
ら
ぁ
あ
イ
ノ
シ
シ
が
堀
り

に
く
り
ゃ
あ
が
っ
て
え
ら
い
減
っ
ち
ゃ

た
の
ん
。
イ
ノ
シ
シ
は
利
口
だ
も
ん
で
、

花
が
咲
い
た
時
分
に
一
回
見
に
来
て
や

ぁ
あ
、
花
が
散
っ
て
根
っ
こ
（
球
根
）
が

大
き
く
な
っ
て
か
ら
堀
に
く
る
だ
ぞ
ん
。

俺
ん
と
う
は
「
と
ろ
い
」
も
ん
で
、
「
は

い
す
が
り
」
で
も
「
山
芋
」
で
も
見
つ
け

り
ゃ
あ
、
い
く
ら
小
さ
く
て
も
取
っ
て
き

ち
ゃ
う
が
の
ん
。
こ
れ
か
ら
ぁ
あ
、
イ
ノ

シ
シ
を
見
習
わ
に
ゃ
あ
、
あ
か
ん
の
ん
。 

 

サ
ル
も
や
ぁ
あ 

明
日
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
掘
ら
あ
と
思
っ
と
っ
た
ら
先
に
掘

ら
れ
ち
ゃ
っ
た
り
な
ん
か
し
て
の
ん
。
作

っ
た
っ
て
、
ど
う
せ
掘
ら
れ
ち
ゃ
う
む
ん

で
、
ま
ぁ
作
っ
た
っ
て
あ
わ
ん
ち
ゅ
う
言

い
な
が
ら
、
ま
た
作
る
だ
ぞ
ん
。
ふ
ん
と

に
、
と
ろ
く
さ
い
む
ん
だ
の
ん
。 

行 
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主催：連谷公民館 連谷コミュニティ 

四
年
間
続
い
た
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
の
奉

仕
活
動
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 


